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本稿は、教育実習の事前演習で行った指導や活動の

中から、机間指導に関わる指導及び演習についてその
内容と学生の振り返りを報告することを目的とする。 
筆者は中・高等学校の教員であった頃、授業の目標

を達成させるためには机間指導が重要であると考え、
その指導を重視していた。しかし、本学附属中・高等
学校に勤務をしていた際、教育実習生が机間指導の基
礎を理解しておらず、適切に机間指導を行うことがで
きない様子を見てきた。そして、昨年度まで教職大学
院の授業内で机間指導の講義及び演習を行ってきた。 
2020 年度は、かつてない感染症の流行により、教

育実習期間が例年よりも１週間短くなった。これに伴
い、本学開設の４単位の教育実習において、40 時間
の時間不足が発生した。そこで、大学で 40 時間の
「教育実習事前演習」を行うことにより、不足した時
間を補充することとなった。本稿では、はじめに本学
英語選修・専攻の学生に対して行った事前演習全体に
ついて説明をする。そして、事前演習内で行った机間
指導について、「理論面の指導と学生の振り返り」と
「実践演習と学生の振り返り」について報告をする。
本稿を通して机間指導力を高めることを目的とした具
体的な指導事例と、教育実習の前に机間指導に関する
指導を行うよさを示していきたい。 
 
Ⅰ 教育実習事前演習の趣旨及び内容について 

１ 事前演習の趣旨と受講学生 
 本学では、文部科学省より 2020 年５月１日に通知
された「令和２年度における教育実習の実施期間の弾
力化について」を受け、教育実習の趣旨を満たすこと
ができるよう、学校教育の実際を体験的、総合的に理
解できるような実習・演習等を 40 時間（大学の授業
換算で 27 コマ相当）行うことが決定された。その授
業内容については以下のような活動が例示された。 
 
 ・学校教育活動を撮影したビデオに基づく，学生に

よる幼児児童生徒の観察記録の作成など 
・学生個人による学習指導案の作成や，指導案協議

を踏まえた修正版の作成など 
・学生個人やグループによる教材分析・教材研究の
協同作業など 

・時間を限って行わせる，学生個人やグループによ
る保育/学習/保健指導や生徒指導の模擬的な実施
など（教師役・子ども役を設定したマイクロティ
ーチング） 

・学生グループでの分析や創作に関する協議，アイ
デア共有，報告への質疑応答など 

 
 これを受け、本学の各選修・専攻において教育実習
を担当する教員が、主となる教員免許を取得するため
に実習に参加しようとする学部３・４年生を対象とし
た授業を考え、実施することとなった。 
 筆者の担当する英語選修・専攻では、学部３年生
46 名、学部４年生 10 名に加え、教職大学院所属の学
生で小学校免許取得コースに所属をする３名を含んだ
計59名を対象とし、６日間の事前演習を行った。 
 
２ 英語選修・専攻の事前演習内容 
 筆者は、例年通り教育実習が行われていた場合、最
初の週に実習校で得られることができたと考えられる
学びを整理し、同様の学びが得られるように、以下の
ような実施計画を立てた。 
 
１日目 

大学： 

６時間 

 

課題： 

４時間 

オリエンテーション 

・教育実習における３週間の学びの確認 

・第１週に実習校で学ぶ内容の確認 

・事前演習の日程の確認 

【講義】朝及び帰りの会の役割と、指導の留意点 

【講義】生徒指導の留意点 

【講義】学習記録の取り方 

 ・授業の参観から学ぶことの確認 

 ・工学的アプローチと羅生門的アプローチの確認 

【講義】指導案の書き方指導と指導案作成課題説明 

【講義】机間指導の基本と机間指導課題説明 
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２日目 【演習】朝及び帰りの会 

【演習】指導案の読み込み、検討（グループ活動） 

【演習】机間指導 

【演習】学習記録（小学校外国語活動の授業動画を

視聴しながら学習記録をとり、授業検討を行う。

授業検討は工学的アプローチによる。３日目の演

習も校種を変え、同じ内容で。） 

３日目 【演習】学習記録（小学校外国語） 

【演習】学習記録（中学校英語） 

【演習】学習記録（高等学校英語） 

４日目 【演習】学習記録（中学校英語を羅生門的アプロー

チによって。） 

【講義】模擬授業の説明及び模擬授業の課題の説明 

【演習】模擬授業準備（指導略案及び教材作成） 

５日目 【演習】模擬授業及び検討 

 ・10人グループ５つ、９人グループ１つ。 

 ・一人30分の模擬授業を、この日は６名分。 

６日目 【演習】模擬授業及び検討 

 ・５日目と同じグループ 

 ・一人30分のも技授業を、この日は４名分。 

総括・振り返り 

 

 ８月下旬から９月上旬にかけて行われた事前演習で

は、上記の計画通りに授業を行うことができた。机間

指導に関しては、１日目の講義と２日目の演習の場面

で取り上げて指導した。 

 

Ⅱ 机間指導に関する指導について 

１ 授業を組み立てる際に参考にした資料 

 本年度の事前演習における机間指導の講習及び演習

について、それを組み立てる際に２つの先行研究、２

つのWebサイト中の資料、そして教育工学事典を用い

た。 

 先行研究については、久保田・渡邉（2018）と加

藤・桐生・大島（2020）を参照した。久保田・渡邉

（2018）は、小学校理科の授業で行われるグループ活

動時の机間指導において、新採教員とベテラン教員の

注視の特徴をウェアラブルカメラを用いて分析し、再

生刺激法によるインタビューの発話を加味して、指導

中の思考の違いを調査した。その結果、ベテラン教員

は新採教員よりも学級全体及び児童のプリントに注視

することが分かった。そして、インタビューへの回答

と合わせて、ベテラン教員は教室全体の状況を把握し

ようとする広い視野を持ち、プリントから児童の思考

を把握しようしていることが明らかになったとしてい

る１）。また、加藤・桐生・大島（2020）は、熟達教

員２名と教職未経験者４名の理科授業中における机間

指導の特徴について調査をした。熟達教員による中学

校理科の授業と、教職未経験者による小学校理科授業

とを観察した結果、「熟達教員は、机間指導において

観察重視か支援重視かは授業者によるが、教職未経験

者は支援の机間指導が多い傾向がある」ことと、「熟

達教員は学習者自身よりも学習者の教材を見ている回

数が多いが、教職未経験者は学習者自身も学習者の教

材もほぼ同じ回数見ている」ことが明らかになったと

している２）。 

 Web サイト中の資料としては、高等学校初任者のた

めに机間指導のねらいや机間指導中における生徒との

関わり方が書かれたガイド３）と、机間指導のねらい

に応じて教室内を具体的に移動する動線が書かれた資

料４）を参照した。 

 教育工学事典については、机間指導に関して示され

ている次の３つの機能を授業で扱うこととした５）。 

 ・子どものつまずきや学習状況を把握する（観察・

実態把握） 

 ・個別に適切な指導助言を行う（指導） 

 ・クラス全体の傾向をつかみ、今後の授業の指導方

針を立てる（評価・計画） 

 

２ 事前演習の指導内容 

 前節の内容をまとめ、講義及び演習では以下のよう

な指導を行った。なお、それぞれの具体については、

次章以降で示していくこととする。 

 

講習 

（１日目） 

・机間指導の位置付けの確認 

・机間指導の機能に関する具体的な説明と、そ

れぞれの機能における具体的な指導の視点及

び具体的な指導方法 

・机間指導を効果的に行うための教材研究のポ

イント 

・机間指導中の児童生徒との関わり方 

演習 

（２日目） 

・15人グループ３つ、14人グループ１つを形成 

・自力解決の場面における机間指導を、一人２

分半ずつ行い、その後一人ずつ振り返る。自

力解決の場面で使用する教材（主にドリル教

材）は各学生が事前に作成する。 

 

Ⅲ 机間指導の講義と学生の振り返り 

１ 具体的な講義内容 

 実際の講義では、以下の（１）から（８）までの内

容について、それぞれプレゼンテーションのスライド

１枚ずつを用い、講義した。 

 

（１）机間指導について 

 筆者が附属学校勤務中によく見た実習生の机間指導

に関して、以下の３つの実態を伝えた。 

・ただ机の間を歩く人が多い 

・一人の子どもに対する説明が長い人が多い 

・誰に対する指導か分からない声かけが多い 

そして、「そもそも机間指導とは何のために行うの
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か」という問いを投げかけた。 

 

（２）机間指導の位置付け 

 机間指導は「単元の目標」や「本時の目標」を達成

させるために、個人やグループに対して行われる教育

活動の一つであることを伝えた。そして、机間指導が

授業内で独立した活動になっていてはおかしいこと

や、机間指導がその前後の活動と密接に関連しなけれ

ばならないことを確認した。 

 

（３）机間指導の機能の確認 

 「単元の目標」や「本時の目標」を達成させるため

に、机間指導には３つの機能があることと、その機能

における指導方法を具体化する必要があることを確認

した。 

 

（４）機能「観察・実態把握」の目的及び指導の視点 

 子どものつまずきや学習状況を把握するための「観

察・実態把握」について、「子どものつまずきを把握

し、次の『指導』に生かす」ことが目的であることを

確認した。そのための具体的な指導の視点として、以

下の３点を伝えた。 

・学習に集中しているかどうか 

・全員が課題の意味を理解しているかどうか 

 ※つまずいている子どもが多い場合や、子どもの

活動が意図する学習課題とずれている場合は、

あらためて全体に指示を出し直す必要がある 

・課題解決にどの程度の時間がかかりそうか 

 

（５）機能「指導」における、指導の視点 

 個別に適切な指導助言を行うために、以下の４つの

視点を伝えた。 

 ・評価規準・基準に基づき、Ｃ評価の子どもをＢ評

価にするための指導を行う 

  ※教材研究の段階で、予想される子どもの間違い

と、その間違いに対して与える正しい考え方の

ヒントを事前に考えておくことが重要 

・学習の高まりや深まりの見られる子どもに、発展

課題を与えたり次の指示を出したりする 

・よい考えをほめる 

・つまずいている子どもについて、考えが適切な部

分までを示し、ほめる（部分肯定） 

 

（６）機能「評価・計画」における、指導の視点 

 クラス全体の傾向をつかみ、今後の授業の指導方針

を立てるための「評価・計画」の指導について、以下

の３つの視点を伝えた。 

 ・「（関心・意欲・）態度」や「技能」「思考力・

判断力・表現力等」について評価する（ＡやＣ

に注目をしてメモを取る） 

・意図的な指名をする場合、どの子どもをどういっ

た順で指名するか考える 

・自力解決後の全体共有・確認の場でぜひ取り上げ

たい考えを把握しておく 

 

（７）効果的に机間指導を行うためのポイント 

 「単元の目標」や「本時の目標」を達成させるため

に、機能「指導」の場面における「見取り」や「指

導」の視点をあらかじめ決めておくことが重要である

と伝えた。また、留意事項として以下の３点があるこ

とを伝えた。 

 ・座席表等のメモ用紙をもって指導にあたること 

 ・子どもの表情や取り組みの様子に注目をするだけ

ではなく、プリントへの記述内容に注目をして

理解度を推測するようにすること 

 ・指導のための具体的な移動ルートをあらかじめ考

えておくこと 

 

（８）子どもとの関わり方 

机間指導時に、具体的にどのように子どもと関わ

り、どのような言葉で語りかけるかを、以下の４点か

ら確認した６）。 

・寄り添う：助言を与えたり、「この考えは素晴ら

しいね」とほめたりする 

・つなげる：グループ学習において個々の意見を関

連付けたり、話し合いを促したりする 

・広げる： よい考えを持っている子どもに対して

「これは……ということ？ とてもよ

い考えだね。参考になるね」とまわり

に聞こえるような声でほめつつ、他の

子どもへヒントを与える 

・いかす： 評価をしながら計画的な指名について

考える。「とってもよい意見だね。あ

とで発表してくれるかな」と声をかけ

る。 

 

２ 学生の振り返りから見られる学び 

 １日目の最後に、その日の学びについて学生に振り

返らせ、用紙に記述させた。１日目には多くの内容に

ついて講義を行ったが、机間指導に関する振り返りが

多く見られた。その振り返りに書かれた記述から、学

生の学びをまとめていく。 

 

（１）新しい知識の獲得 

○ 机間指導における重要さをはじめて知ることがで

きた。 

○ 机間指導については授業で触れられたことがな

く、このまま教育実習に行けるのか不安であった

が、様々な知識を学ぶことができ、安心することが

できた。 
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「知らないことが多かった」「詳しく学ぶことがで

きた」という振り返りが多くあった中、具体的に机間

指導の重要さを理解した学生や、知識の獲得が安心感

の獲得につながった学生がいたことが分かった。 

 

（２）学び直し 

○ 知っていることもあったが、もっと早く学んでい

たかったと思うことも多かった。 

○ 先生としての技術が試される場面だと思ってい

た。名古屋市のインターン中に難しいことだと実感

していた。今回の学びを活かしたい。 

 

 学生の中には、既に小学校や中学校等の授業にサポ

ーターとして参加をした経験のある者もいる。そうい

った学生には、机間指導の経験に理論付けをすること

ができたのではないかと考えられる。 

 

（３）意義・目的に関する学び 

○ 考え方が変わりました。何のためにするかをあま

り考えたことがありませんでした。こういった児童

生徒へのフォローをしっかり学ぶことができよかっ

たです。 

○ 説明が深く、そのような意図・目的があったのだ

と勉強になった。 

○ これまで何度か模擬授業を行った中で、いつもど

うやったらいいのか、どう支援するのか、分からず

困ったいました。ミニ指導案作成のもと、効率的で

効果的な机間指導ができるよう準備してみようと思

いました。 

○ １・２年生のときに行った学校サポート活動で机

間指導を何度かしたが、６～８割は散歩になってし

まっていたと思った。実習までにはきちんと目的を

持った指導ができるように計画を立てて臨みたい。 

 

 机間指導の意義や目的を学んだ学生の多くが、教材

研究の段階で「予想される子どものつまずき」と、そ

のつまずきを解消させるための「ヒント」を準備する

ことの重要性を理解したようであった。 

 

（４）支援以外の視点の獲得 

○ 机間指導の重要性を感じることができた。これま

ではできていない子一人につきっきりになることが

多く、時間が足りなくなっていたので、クラス全体

のことを考える必要があると思いました。 

○ 机間指導を、分からない児童が困っているときの

手助けの方法くらいにしか思っていませんでした

が、机間指導の仕方ひとつで学習が大きくかわるこ

とが分かったため、実習でも気を付けたいと思いま

した。 

○ 個の支援だけではなく、観察を通してその後の指

導計画の調整をしたり、評価をする時間にあてたり

することが分かった。「散歩」ではなく「指導」に

結び付けられるようにしたい。 

○ 生徒のやる気を出すための一つの方法としても役

に立つということは初めて聞いたことであった。 

 

 加藤・桐生・大島（2020）にも、教職未経験者の机

間指導は支援が多くなる傾向があることが述べられて

いたが、本学の学生の中にも、机間指導の機能を「指

導」面でのみ捉えている学生がいたようであった。そ

ういった学生は、「評価・計画」の機能や、子どもと

の関わりの一つである「つぶやき」に対して意識が高

まったようであった。 

 

（５）不安感と演習への期待 

○ 説明だけではどのようなことに気を付ければよい

のか実感できなかったので、演習をさせてもらえる

ということで安心した。 

○ 机間指導は技術が必要であり、不安も大きい。こ

れからの演習でしっかりと準備していきたい。 

 

 決して肯定的な学びを得た学生ばかりではなかっ

た。講義を受けた結果、自分にできるかどうかが不安

になった学生もいたようであった。幸いなことに、演

習を行うことが予告されていたことから、１日目の講

義の段階で机間指導や教育実習に対して消極的になる

学生は見られなかった。 

 

Ⅳ 机間指導の演習と学生の振り返り 

１ 机間指導演習の準備段階における指導内容 

 １日目の講義の最後に、机間指導の演習に関する具

体的な動きについて説明するとともに、机間指導で使

用させるための教材を各自で作成するよう指示した。 

 机間指導の演習では、自力解決の場面における個別

指導をさせることとした。学生には、子ども役が取り

組むこととなるドリル教材について、以下のような視

点を考慮しながら作成するよう指導した。 

 ・５分程度で取り組むことができる分量で作成する

こと。 

・問題の種類及び用紙の大きさは自由とすること。 

・教材を通して何を身に付けさせたいか、ねらいを

持って作成すること。 

・問題に対して、「予想される子どものつまずき」

と「解決のためのヒント」を考えておくこと。 

・３つの機能について演習することができるよう、

問題の配列を考えて作成すること。 

 

２ 机間指導演習当日の活動 

 仮想の学級として 15 人グループを３つ、14 人グル

ープを１つ作成した。これらのグループを、教卓に向
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かう一斉授業の形態で、縦３列、横５列で配置させ

た。また、机間指導をしやすくするために縦列の間を

開けさせた。 

 机間指導演習の進行については、およそ以下の時間

で進行するように学生へ伝えた。 

 

１分 ドリル用紙配布 

30秒 授業者による、ドリル活動を含む前後の活動内容

と、ドリル活動のねらいの説明 

２分30秒 机間指導演習 

 ※35 人学級において５分間の机間指導となるこ

とを想定とした時間設定 

１～２分 授業者による振り返りと簡単な意見交換 

 

 教師役の学生が机間指導演習で意識的に取り組む内

容について、以下の点を確認した。 

 ・「観察・実態把握」については、全員が集中して

取り組んでいるか、全員が活動内容を理解して

いるかどうかを最低限確認すること。 

 ・「指導」については、問題に取り組むことができ

ていない子どもに対して、部分肯定ができると

ころは部分肯定をし、ヒントを与え、再度巡回

をする際に確認することを目標とすること。 

 ・「評価・計画」については、可能な限り取り組ん

でみること。 

 子ども役の学生に対しては、ドリル問題を順調に解

くばかりではなく、時折分からないような演技をする

とよいという話をした。そうすることで、教師役から

の指導を直接得ることができようになり、子どもの立

場から机間指導の意義が理解できることを伝えた。 

 実際の机間指導演習では、学生が様々な動きを見せ

ていた。筆者の指導通り「観察・実態把握」のために

１巡し、２巡目で部分肯定とヒントを与え、３巡目で

再度確認をするという動きができた学生は少なかっ

た。多くの学生が、１巡目から「観察・実態把握」と

「指導」を行い、問題に取り組むことができていない

子どもを見かけると、丁寧に指導をしていた。学生に

よっては、１巡もすることができない段階で演習時間

を終える者もいた。 

 当初は、全学生が机間指導演習を終えた後に、筆者

が事後指導を行うことを考えていたが、３番目の学生

が机間指導演習を終えた段階から、少しずつ助言を与

えるようにした。そして、全ての学生が机間指導演習

を終えた後に、以下の点についてあらためて指導をし

た。 

・子どものつまずきの予想と与えるべきヒントを事

前に準備しておくとよい。 

・「観察・実態把握」を行っている間は部分肯定と

ヒントを与えるのみとし、手厚い「指導」が必要

な子どもを見つけだすようにするとよい。 

３ 学生の振り返りから見られる学び 

 ２日目の最後に、その日の学びについて学生に振り

返らせ、用紙に記述させた。２日目も４つの演習を行

ったが、机間指導に関する振り返りが多く見られた。

また、その学びの多くは学生が失敗したという思いに

基づいたものであった。振り返りに書かれた記述か

ら、学生の学びをまとめていく。 

 

（１）演習を通した気付き 

○ 自分が最初の演習者だったので勝手が分からなか

ったが、他の人の机間指導を通して反省も多く生ま

れた、それを改善して本番に臨みたい。 

○ 時間の配分や児童の反応を見ながら指導を行うこ

との難しさは実際にやってみなければ分からなかっ

た。演習でありながらも難しさを実感することがで

きた。 

○ 指導案では深く考えず「５分」と書いたり、「困

った子がいればサポートする」など抽象的に書いた

りしたけれど、実際にやってみると、自分では想定

していなかったトラブルがあったり、援助しなけれ

ば行けない児童の横を素通りしてしまったりと、難

しさを実感した。 

○ 自分の想像を超えたつまずきがあったので、参考

にしたいと思いました。 

 

 多くの学生が、実際に体験してみることによって机

間指導の難しさを学ぶことができたようであった。自

分の指導技術の至らなさを自覚しつつも、実習本番ま

でに練習をして改善していこうとする記述が多く見ら

れた。また、指導案作成時には「机間指導を行う」と

書いていたが、その内容や意義について理解し、机間

指導の重要さを学んだ学生もいたようであった。 

 

（２）目的達成のための支援の工夫 

○ 全員に目を配りながら２周することができません

でした。事前に「～は違うから～しようね」と答え

を言ってしまうのではなく、ヒントを与えてからま

た戻ってくることがよいと聞いたいたけれど、それ

ができませんでした。工夫していきたい。 

○ 一人一人に対して意識を向けすぎて、全体が見え

なくなって時間がかなり足りなくなった。全体に対

して声をかけること、個人に声をかけることをしっ

かり見極めないといけないと思った。前もって予想

される質問を考えておくことの重要性に気づいた。 

○ どうすれば目的に沿った活動にできるのか、どう

すれば子どもの「分かる分からない」を明確にして

「できる」につなげられるのかということを非常に

考えさせられました。 

○ 一人一人に時間が取られることが分かった。あっ

ているかいないかよりも、手が止まっていないかを

教育実習事前演習における机間指導力向上のための演習

－179－



見た方がよいのか疑問であった。 

○ 事前に指導の仕方等を考えていたものの、指導を

丁寧にしすぎたり序盤からじっくり解答を確認して

しまったりしたせいで効率よく回ることができなか

った。 

○ つまずくところなど似ている部分があり、あらか

じめ指導の準備をしておくこと、メモを取りながら

まわることなど、工夫を凝らすことで、子ども全員

と向き合え、見ることができると思いました。 

 

 筆者が附属学校で実習生を指導していたときによく

見た姿がこういった姿であった。多くの実習生が実習

本番でこういった学びを得ていたが、事前演習の場で

実感できたことに意義があると思われた。 

記述には反省が多く見られたが、「子どものつまず

きには共通した部分がある」ことに気付いた学生も何

名かいたようであった。机間指導の重要性に気付いた

学生のように、反省のみで終わらずに改善を目指そう

とする姿も見られた。 

 

（３）児童生徒の視点からの学び 

○ 児童の気持ちになってみて分かることがたくさん

ありました。自分が教師役の時にはＣ評価の子をチ

ェックして、２巡目で個別指導をすることを心掛け

ました。自分が児童役の時に「先生まだかな」と待

っていたり、待っていてもほめてもらえなかったり

すると、さみしくなることが分かりました。子ども

に声かけをして自信を付けさせてあげたいと思いま

した。 

○ 子どもの目線に立ってみると「なんで来てくれな

いのだろう」「今来て欲しくなかった」「ここ教え

て欲しいのに」といった様々な気持ちを抱くのに、

指導者の目線に立つと急に子どもの気持ちが見えな

くなってしまい、独りよがりな指導で手一杯になっ

てしまう自分の姿に気付きました。 

○ 一人一人に声をかけることの大切さを、生徒役を

やってみて感じました。できている子はできていな

い子に比べて素通りされがちな感じがしたので、で

きている子にも、ほめたり、次の課題を与えたりし

てあげる必要があると感じました。 

 

 今回の机間指導演習では、いわゆるできる子に対す

る声かけについて指導をする機会が少なかったことが

筆者の反省であった。上記の記述はまさしくその点を

表していると思われた。機能「指導」の説明の中で、

子どものよい考えをほめたり、学習の高まりや深まり

の見られる子どもに発展課題を与えたりするとよいと

いう話はしたが、机間指導演習ではＣ評価の子どもを

Ｂ評価にするための指導に力点を置いて活動に取り組

むよう指導していた。記述例はあまり多く見られなか

ったが、この視点からの学びを得た学生が多くいるこ

とを願いたい。 

 

（４）自力解決時の課題設定について 

○ ドリル作成に関してだけでも、簡単すぎても難し

すぎてもいけないと思った。簡単すぎると学びにな

らないし、難しすぎたら一人一人の手助けに時間が

かかってしまう。 

○ スムーズに終えることができた。課題を「書き写

す」ものとしたからかもしれないが、「全体を観る

こと」「ほめること」「早く終わった人に別のタス

クを与える」などを意識した。 

○ 用意したプリントはどちらかというとテスト問題

のようで、指導に不向きだった。あらかじめ子ども

がつまずきそうなところを予測しておくのも机間指

導には必要がだと思った。 

 

 机間指導が「単元の目標」や「本時の目標」を達成

するための重要な指導場面であることを理解した学生

の中には、本時の指導過程の中で机間指導が位置する

場面を意識し、その場面にふさわしい問題を準備する

ことに努力をした者がいた。その準備が想定通りに機

能していた学生は目標を達成することができたといっ

た振り返りをしていたが、自力解決の目的まで考える

ことができなかった学生からは、ドリル問題の質につ

いて反省を記述する様子が見られた。 

 
Ⅳ まとめ 

 本年度は、かつてない感染症の流行により、年度当

初から小中学校及び高等学校の教育現場ではカリキュ

ラムの変更を余儀なくされた。それに伴い、教育実習

に関しても、学校教育現場及び大学の双方において、

その日程及び内容を大幅に変更する必要に迫られた。

本学では、本来３週間にわたって実施される教育実習

が２週間に短縮されたことから、不足となる１週間分

を大学での教育実習事前演習として補充することとな

った。英語選修・専攻学生の補充を担当することとな

った筆者は、附属学校での勤務経験を活かし、教育実

習の最初の１週間で学生が学ぶと思われる内容を整理

し、それらを身に付けさせるための授業を組み立て、

実施した。 

 実習生として学校教育現場へ来校する学生は、毎時

の授業の組み立てについては意識できているものの、

机間指導を適切に行うことができない者が多く見られ

た。それが原因となり、「本時の目標」を達成させる

ことができない姿を多く見かけた。そこで、筆者は今

回の事前演習の中で、学生の机間指導力を向上させる

ために理論面と実践面の指導を行おうと考えた。 

 講義を通した理論面に関する学びについては、筆者

の期待通りの結果を得ることができた。しかし、実践
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面については、多くの学生が机間指導の難しさを実感

し、多くの課題を見つける結果となった。 

例年通りであれば、学生の多くは教育実習中に行う

授業において、机間指導の場面で何をすればよいかを

迷い、授業後に実習校の指導教員から机間指導の目的

や具体的な指導方法を学んだであろう。そして、机間

指導に課題を抱えたまま教育実習を終える学生が少な

からずいたのではないだろうか。本年度は、教育実習

が始まる前に、学生は机間指導に関する学びを得るこ

とができたように思われる。そして、教育実習が始ま

るまでにその課題への対策を講じることができたので

はないかと考える。 

机間指導が成功すれば、学生は実習校で「分かっ

た」「できた」「先生ありがとう」という子どもたち

の笑顔を多く見ることができるであろう。そして、そ

の笑顔を通して、学生が教職に対する魅力をさらに感

じてくれるのではないかと思われる。 

最後に、教育実習事前演習全課程終了時の学生の振

り返りの中から、机間指導に関する記述を一部紹介す

る。「よい学びになった」という記述の他、机間指導

の重要さや机間指導を含んだ教育全体の在り方につい

て学びを得た学生がいたことは、事前演習の成果であ

ったと考える。 

 

○ 今までは授業を考え、導入、展開、まとめを行う

だけに焦点がありましたが、今回の演習を通して、

それらの中での動き、机間指導や声のかけ方など、

より細かいレベルで授業を作り上げることに焦点が

いき、とてもいい学びになりました。 

○ 学習記録の取り方、机間指導や朝の会、帰りの会

のやり方などは全く分からない（知らない）状態だ

ったが、まずどういうポイントがあるのかを理論と

して学び、それを実践することであらためて何に気

を付けるべきか、どこが難しいかを体感できた。 

○ 授業の展開ばかり気にしていたけれど、他にも机

間指導の仕方、子どもへの反応、子どもの実態を把

握し、何を学ばせたいのか、どんな力を付けたいの

かなど、子どもの理想像を掲げ、それに向けてどの

ような活動や授業展開、指導の仕方を考えることが

大切であることが理解できた。 
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